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失業率の高い函館市周辺 

 

　
１
　
雇
用
分
析
の
「
地
域
単
位
」 

　
　
　
を
ど
う
定
義
す
る
か 

  　
一
時
よ
り
も
失
業
率
は
下
が
っ
て
い
る
も

の
の
、
依
然
、
高
い
水
準
が
続
い
て
い
る
。

こ
の
原
因
と
し
て
、
需
要
不
足
、
年
齢
や
職

種
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
な
ど
様
々
な
要
因
が
指
摘

さ
れ
て
い
る
が
、
最
近
は
、
地
域
間
の
ミ
ス

マ
ッ
チ
に
も
注
目
が
集
ま
っ
て
い
る
。
地
域

間
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
と
は
、
地
域
間
の
労
働
移

動
が
少
な
い
た
め
、
拡
大
す
る
地
域
間
の
経

済
格
差
に
対
し
て
、
労
働
力
資
源
の
移
動
が

円
滑
に
行
わ
れ
て
お
ら
ず
、
地
域
間
の
雇
用

資
源
に
ミ
ス
マ
ッ
チ
が
広
が
っ
て
い
る
と
い

う
も
の
で
あ
る
。
果
た
し
て
、
こ
の
通
説
は

正
し
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
本
格
的
な
議
論
を

展
開
す
る
前
に
、
ま
ず
、
雇
用
分
析
に
お
け

る
「
地
域
単
位
」
に
つ
い
て
、
整
理
が
必
要

で
あ
る
。 

 

「
地
域
単
位
」
と
し
て
は
通
常
、
四
八
の

都
道
府
県
、
も
し
く
は
一
〇
の
行
政
ブ
ロ
ッ

ク
と
い
っ
た
行
政
区
分
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

統
計
上
の
制
約
に
よ
り
、
現
在
は
行
政
単
位

で
の
地
域
間
比
較
を
行
わ
ざ
る
を
得
な
い
が
、

こ
の
行
政
単
位
は
、
歴
史
的
経
緯
や
自
然
条

件
な
ど
に
基
づ
き
設
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
現
実
の
経
済
活
動
や
雇
用
活
動
を
正
し

く
反
映
し
て
い
る
と
は
言
い
が
た
い
（
横
山

他
二
〇
〇
三
）。
雇
用
の
面
で
関
連
性
の
薄

い
ま
た
相
互
交
流
の
少
な
い
市
町
村
も
ひ
と

つ
の
グ
ル
ー
プ
に
入
れ
ら
れ
、
雇
用
情
勢
の

地
域
的
構
造
に
お
け
る
本
質
的
な
部
分
が
捉

え
に
く
く
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ

の
た
め
、
地
域
の
分
析
単
位
に
つ
い
て
、
従

来
の
行
政
区
域
の
ほ
か
、
日
常
的
な
経
済
活

動
上
の
つ
な
が
り
や
雇
用
面
の
関
連
性
に
配

慮
し
た
新
た
な
地
域
区
分
方
法
も
検
討
す
る

必
要
が
あ
る
。 

   

２
　
「
都
市
雇
用
圏
」
と
は 
  　

同
様
の
問
題
は
長
ら
く
ア
メ
リ
カ
で
も
指

摘
さ
れ
て
お
り
、
ア
メ
リ
カ
で
は
一
九
五
〇

年
代
よ
り
人
的
移
動
や
施
設
の
共
有
化
な
ど

の
交
流
活
動
が
頻
繁
に
行
わ
れ
る
大
都
市
圏

を
定
義
し
、
そ
れ
に
関
す
る
統
計
を
整
備
し

公
表
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
わ
が
国
で

も
、
山
田
・
徳
岡
（
一
九
八
三
）
を
嚆
矢
と

し
て
い
く
つ
か
の
雇
用
圏
の
定
義
の
研
究
が

存
在
し
て
い
る
が
、
そ
の
一
連
の
成
果
を
取

り
ま
と
め
、
日
本
の
都
市
雇
用
圏
を
最
も
科

学
的
に
定
義
し
た
研
究
と
し
て
金
本
・
徳
岡

（
二
〇
〇
二
）
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
の
金
本
・

徳
岡
（
二
〇
〇
二
）
に
よ
る
定
義
は
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
情
報
開
示
を
さ
れ
て
い
る
こ

と
も
あ
り（
１
）
、
急
速
に
各
分
野
で
利
用
が

始
め
ら
れ
て
い
る
。 

 
金
本
・
徳
岡
（
二
〇
〇
二
）
は
、
以
下
の

三
つ
の
手
順
を
踏
ん
で
各
都
市
雇
用
圏
に
お

け
る
中
心
都
市
お
よ
び
郊
外
市
町
村
を
定
義

し
て
い
る
。
ま
ず
、
人
口
集
中
地
域（D

ensely 
Inhabited D

istrict 
、
Ｄ
Ｉ
Ｄ
）
の
人
口
が

一
万
人
以
上
で
、
他
の
都
市
雇
用
圏
の
郊
外

に
な
ら
な
い
と
い
う
基
準
を
用
い
て
中
心
都

市
定
義
す
る
。
次
に
、
中
心
都
市
の
人
口
規

模
に
よ
っ
て
、
二
種
類
の
都
市
雇
用
圏
を
定

義
す
る
。
中
心
都
市
の
Ｄ
Ｉ
Ｄ
人
口
が
五
万

人
以
上
の
場
合
に
大
都
市
雇
用
圏（
Ｍ
Ｅ
Ａ
）

と
し
て
、
Ｄ
Ｉ
Ｄ
人
口
が
一
万
人
以
上
五
万

人
未
満
の
場
合
に
小
都
市
雇
用
圏
（
Ｍ
Ｃ
Ｅ

Ａ
）
と
し
て
定
義
す
る
。
最
後
に
、
一
〇
％

通
勤
率
を
基
準
に
「
郊
外
」
を
決
め
て
い
く
。

中
心
都
市
へ
の
通
勤
率
の
高
い
（
一
〇
％
以

上
）
市
町
村
は
「
一
次
郊
外
」
と
し
て
、「
一

次
郊
外
」
へ
の
通
勤
率
が
一
〇
％
以
上
の
市

町
村
を
「
二
次
郊
外
」、「
二
次
郊
外
」
へ
の

通
勤
率
が
一
〇
％
以
上
の
市
町
村
を
「
三
次

郊
外
」
と
し
て
定
義
す
る（
２
）。 

 

上
記
の
基
準
に
従
い
定
義
し
た
都
市
雇
用

圏
の
数
は
、
一
九
八
〇
年
で
は
三
一
五
個
、

一
九
九
〇
年
で
は
二
九
三
個
、
二
〇
〇
〇
年

で
は
二
六
九
個
と
な
っ
て
い
る
。
都
市
雇
用

圏
の
中
に
、
と
り
わ
け
小
都
市
雇
用
圏
の
数

が
減
少
傾
向
に
あ
る
が
、
大
都
市
雇
用
圏
の

数
は
逆
に
増
え
る
傾
向
に
あ
る
。
ま
た
、
全

人
口
に
占
め
る
大
都
市
雇
用
圏
人
口
の
割
合

も
、
一
九
八
〇
年
で
は
七
五
・
二
八
％
、
一

九
九
〇
年
で
は
七
九
・
四
％
、
二
〇
〇
〇
年

で
は
八
一
・
七
％
と
上
昇
傾
向
に
あ
る
。
な

お
、
本
稿
は
、
一
九
八
〇
年
、
一
九
九
〇
年

と
二
〇
〇
〇
年
の
国
勢
調
査
第
二
次
集
計
の

市
区
町
村
統
計
を
都
市
雇
用
圏
別
に
再
集
計

し
、
分
析
を
行
っ
て
い
く
。 

   

３
　
失
業
・
就
業
率
の
水
準
は 

　
　
　
都
市
雇
用
圏
ご
と
に 

　
　
　
ど
う
変
わ
る
か 

  　
図
１
は
二
〇
〇
〇
年
の
失
業
率
を
七
つ
の

階
層
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
階
層
の
失
業
率

を
異
な
る
色
と
し
て
地
図
上
で
表
現
し
た
も

の
で
あ
る
。
ま
た
、
地
域
平
均
の
失
業
率
は

四
・
八
％
で
あ
る
が
、
三
・
五
％
以
下
を
低

失
業
率
地
域（
緑
と
深
緑
の
エ
リ
ア
）、
六
％

以
上
を
高
失
業
率
地
域
（
オ
レ
ン
ジ
と
赤
の
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エ
リ
ア
）
に
分
類
し
、
こ
れ
ら
の
都
市
雇
用

圏
の
名
前
を
地
図
上
に
表
記
し
て
い
る
。 

 
地
図
か
ら
失
業
率
の
地
域
分
布
に
は
い
く

つ
か
の
特
徴
が
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
ま
ず
、

低
失
業
率
地
域
の
隣
接
エ
リ
ア
に
は
低
失
業

率
地
域
が
多
く
、
同
様
に
高
失
業
率
地
域
の

隣
接
エ
リ
ア
に
は
高
失
業
率
地
域
が
多
い
こ

と
が
分
か
る
。
個
別
的
に
見
る
と
、
高
失
業

率
地
域
は
主
に
北
海
道
南
部
・
本
州
北
部
エ

リ
ア（
函
館
市
Ｍ
Ｅ
Ａ（
３
）、
五
所
川
原
市
Ｍ

Ｃ
Ｅ
Ａ
）、
近
畿
エ
リ
ア（
神
戸
市
Ｍ
Ｅ
Ａ
、

大
阪
市
Ｍ
Ｅ
Ａ（
４
））、
北
九
州
エ
リ
ア（
北
九

州
Ｍ
Ｅ
Ａ（
５
）、
飯
塚
市
Ｍ
Ｃ
Ｅ
Ａ
、
延
岡
市

Ｍ
Ｅ
Ａ
）お
よ
び
沖
縄
エ
リ
ア（
沖
縄
市
・
那

覇
市
Ｍ
Ｅ
Ａ（
６
））と
い
う
四
つ
の
ブ
ロ
ッ
ク

に
集
中
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
一
方
、

低
失
業
率
地
域
は
主
に
北
海
道
北
部
エ
リ
ア

（
北
見
市
Ｍ
Ｅ
Ａ
な
ど
）と
本
州
中
部
エ
リ
ア

（
松
本
市
Ｍ
Ｅ
Ａ
、
福
井
市
Ｍ
Ｅ
Ａ
、
長
野

市
Ｍ
Ｅ
Ａ
な
ど
）に
集
中
し
て
い
る（
７
）。
そ

の
ほ
か
、
①
人
口
集
中
地
域（
都
市
部
）
の

失
業
率
が
地
方
よ
り
高
い
こ
と
や
、
② 

本

州
に
お
い
て
は
日
本
海
沿
岸
地
域
よ
り
太
平

洋
沿
岸
地
域
の
失
業
率
が
比
較
的
高
い
と
い

っ
た
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。 

 

一
方
、
失
業
率
ほ
ど
顕
著
で
は
な
い
も
の

の
、
就
業
率
に
も
一
定
の
空
間
的
相
関
関
係

（
隣
接
地
域
と
の
正
の
相
関
関
係
）
が
見
ら

れ
る（
８
）。
高
就
業
率
地
域
は
、
北
陸
エ
リ
ア

（
酒
田
市
Ｍ
Ｅ
Ａ
、
鶴
岡
市
Ｍ
Ｅ
Ａ
な
ど
）

と
本
州
中
部
エ
リ
ア
（
松
本
市
Ｍ
Ｅ
Ａ
、
福

井
市
Ｍ
Ｅ
Ａ
、
長
野
市
Ｍ
Ｅ
Ａ
な
ど
）
を
挙

げ
ら
れ
る
。
一
方
、
低
就
業
率
地
域
と
し
て

浮
上
し
て
い
る
の
は
、
北
海
道
南
部
エ
リ
ア

（
札
幌
市
Ｍ
Ｅ
Ａ
、
函
館
市
Ｍ
Ｅ
Ａ
）、
近
畿

エ
リ
ア
（
京
都
市
Ｍ
Ｅ
Ａ
、
大
阪
市
Ｍ
Ｅ
Ａ
、

神
戸
市
Ｍ
Ｅ
Ａ
）、
北
九
州
エ
リ
ア（
北
九
州

市
Ｍ
Ｅ
Ａ
、
福
岡
市
Ｍ
Ｅ
Ａ
）
お
よ
び
沖
縄

エ
リ
ア（
沖
縄
市
Ｍ
Ｅ
Ａ
、
那
覇
市
Ｍ
Ｅ
Ａ
）

で
あ
る
。 

   

４
　
失
業
率
と
就
業
率
に
は 

　
　
　
時
間
的
自
己
相
関
が 

　
　
　
あ
る
の
か 

   

マ
ク
ロ
の
失
業
率
と
就
業
率
は
、
通
常
徐
々

に
変
化
す
る
も
の
で
、
短
期
間
で
乱
高
下
す

る
こ
と
が
あ
ま
り
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
あ

る
一
時
点
の
失
業
率
ま
た
は
就
業
率
の
水
準

が
そ
の
前
の
水
準
に
依
存
す
る
「
時
間
的
自

己
相
関
」
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
図
２
と

図
３
は
、
失
業
率
お
よ
び
就
業
率
に
お
け
る

こ
う
し
た
時
間
的
自
己
相
関
関
係
を
確
認
し

た
も
の
で
あ
る
。 

 

図
２
は
三
時
点
（
一
九
八
〇
年
、
一
九
九

〇
年
と
二
〇
〇
〇
年
）
の
都
市
雇
用
圏
別
の

失
業
率
を
プ
ロ
ッ
ト
し
た
上
で
、
簡
単
な
回

帰
分
析
を
行
っ
て
い
る
。
ま
ず
、
散
布
図
か

ら
み
れ
ば
分
か
る
よ
う
に
、
二
〇
〇
〇
年
の

失
業
率
は
一
〇
年
前
及
び
二
〇
年
前
の
失
業

率
と
か
な
り
高
い
相
関
関
係
（
い
ず
れ
の
相

関
係
数
は
〇
・
八
六
以
上
で
あ
る
）
を
持
つ

こ
と
が
分
か
る
。
さ
ら
に
、
回
帰
分
析
の
結

果
（R-squared

）
を
見
て
み
る
と
、
二
〇

〇
〇
年
の
失
業
率
の
八
〇
％
は
一
〇
年
前
及

び
二
〇
年
前
の
失
業
率
に
よ
っ
て
説
明
さ
れ

て
い
る
。
そ
の
ほ
か
、
一
九
九
〇
年
の
失
業

率
は
平
均
よ
り
一
％
ポ
イ
ン
ト
高
い
地
域
で 



注：（1）上記の線形式は、3時点の失業率および就業率データが取れる252の都市雇用圏による回帰分析の結果 
　　（分散不均 一性調整済み）である。 
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は
、
二
〇
〇
〇
年
の
失
業
率
も
平
均
よ
り
〇
・

六
九
％
ポ
イ
ン
ト
以
上
高
く
な
る
こ
と
が
予

測
さ
れ
る
。
従
っ
て
、
地
域
の
失
業
率
に
強

い
時
間
的
自
己
相
関
が
あ
る
こ
と
が
確
認
さ

れ
た
。
こ
れ
は
、
水
野（
一
九
九
二
）、
桜
井
・

橘
木
（
一
九
八
八
）
に
よ
る
バ
ブ
ル
期
以
前

の
分
析
と
も
整
合
的
な
結
果
で
あ
る
。 

 

一
方
、
図
３
は
就
業
率
に
つ
い
て
、
図
２

と
全
く
同
じ
方
法
で
プ
ロ
ッ
ト
し
計
算
し
た

も
の
で
あ
る
が
、
失
業
率
と
同
様
強
い
時
間

的
自
己
相
関
関
係
が
見
ら
れ
る
。
回
帰
分
析

の
結
果
に
よ
る
と
、
二
〇
〇
〇
年
の
就
業
率

の
九
〇
％
も
が
一
〇
年
及
び
二
〇
年
前
の
就

業
率
に
よ
っ
て
説
明
可
能
で
あ
る
。 

   

５
　
失
業
・
就
業
率
の 

　
　
　
地
域
間
格
差
は 

　
　
　
拡
大
し
て
い
る
の
か 

  　
地
図
上
で
は
色
の
バ
ラ
ツ
キ
か
ら
失
業
と

就
業
率
に
あ
る
程
度
の
地
域
間
格
差
が
存
在

し
て
い
る
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
し
か
し
な

が
ら
、
こ
の
格
差
は
現
在
ど
の
ぐ
ら
い
大
き

な
も
の
な
の
か
、
過
去
に
比
べ
拡
大
し
て
い

る
か
ど
う
か
は
、
地
図
情
報
だ
け
で
は
答
え

ら
れ
な
い
。
そ
こ
で
、
表
１
で
は
失
業
率
と

就
業
率
に
お
け
る
地
域
間
格
差
（
一
九
八
〇

―
二
〇
〇
〇
年
）
を
統
計
的
に
計
測
し
て
み

た
。 

 

ま
ず
、
失
業
率
に
つ
い
て
は

、

い
ず
れ
の
地
域
単
位
（
９
）
で
測

っ
て
も
標
準
偏
差
で
見
た
絶
対

的
な
格
差
が
拡
大
し
て
い
る
も

の
の
、
相
対
的
な
格
差
を
表
す

変
動
係
数
（
標
準
偏
差
／
平
均

値
）
は
年
を
追
う
ご
と
に
下
が

っ
て
お
り
、
一
般
に
言
わ
れ
て

い
る
イ
メ
ー
ジ
と
は
逆
に
、
む

し
ろ
失
業
率
の
地
域
間
格
差
は

縮
小
し
て
い
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
る
。
し
た

が
っ
て
、
相
対
的
な
格
差
で
い
え
ば
、
多
く

の
人
々
が
イ
メ
ー
ジ
し
た
よ
う
に
失
業
率
の
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ホームレスが目立つ大阪城周辺 

地
域
間
格
差
が
急
激
に
拡
大
し
た
わ
け
で
は

な
い
の
で
あ
る
。 

 
就
業
率
に
つ
い
て
は
、
過
去
二
〇
年
間
に

大
き
な
変
化
が
見
ら
れ
ず
、
就
業
率
の
全
国

平
均
は
六
七
％
前
後
小
幅
に
推
移
し
て
い
る
。

ま
た
、
就
業
率
の
地
域
間
格
差
は
一
九
八
〇

年
か
ら
二
〇
〇
〇
年
ま
で
の
間
に
、
失
業
率

の
よ
う
に
は
っ
き
り
し
た
ト
レ
ン
ド
を
持
っ

て
い
な
い
こ
と
が
分
か
る
。
こ
れ
は
、
女
性

の
就
業
率
は
思
う
ほ
ど
上
昇
し
な
か
っ
た
こ

と
が
主
な
原
因
だ
と
考
え
ら
れ
る（
１０
）。 

   

６
　
失
業
率
の
地
域
間
格
差 

　
　
　
―
結
果
に
対
す
る
解
釈 

   

以
上
総
じ
て
い
え
ば
、
一
九
八
〇
年
、
一

九
九
〇
年
、
二
〇
〇
〇
年
の
各
時
点
の
推
移

を
み
る
と
、
平
均
失
業
率
自
体
は
上
が
っ
て

い
る
も
の
の
、
一
般
の
イ
メ
ー
ジ
と
は
異
な

り
、
失
業
率
の
地
域
間
格
差
が
縮
小
す
る
傾

向
が
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。 

 

で
は
、
な
ぜ
こ
の
よ
う
に
失
業
率
の
地
域

間
格
差
に
つ
い
て
、
一
般
の
イ
メ
ー
ジ
と
は

異
な
る
結
論
が
得
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

一
つ
の
解
釈
は
、「
絶
対
的
な
格
差
」
と
「
相

対
的
な
格
差
」
と
い
う
定
義
の
違
い
が
も
た

ら
す
認
識
の
ズ
レ
で
あ
る
。
一
般
的
に
失
業

率
の
地
域
比
較
を
す
る
場
合
、
変
動
係
数
な

ど
を
と
ら
ず
、
そ
の
ま
ま
地
域
間
の
差
を
み

る
の
が
通
常
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、

失
業
率
は
バ
ブ
ル
前
後
で
若
干
高
低
し
た
も

の
の
、
過
去
三
〇
年
間
は
っ
き
り
と
し
た
上

昇
ト
レ
ン
ド
を
持
つ
時
系
列
特
性
を
持
っ
て

い
る
。
こ
の
よ
う
な
上
昇
ト
レ
ン
ド
を
持
っ

た
デ
ー
タ
を
、
長
期
間
で
比
較
す
る
場
合
に

は
、
そ
の
時
期
の
平
均
値
を
調
整
し
た
変
動

係
数
を
用
い
て
比
較
す
る
こ
と
が
統
計
的
に

正
し
い
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
「
相
対
的
な
格

差
」
で
み
る
と
、
格
差
が
拡
大
し
て
い
な
い

と
い
う
結
果
は
、
通
説
に
反
し
て
い
る
だ
け

に
今
後
大
い
に
議
論
さ
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

地
域
間
の
失
業
格
差
に
つ
い
て
は
政
策
的
な

重
要
性
を
か
ん
が
み
る
と
、
こ
の
面
で
の
検

証
や
追
試
が
続
い
て
よ
り
深
い
議
論
に
な
る

こ
と
を
期
待
し
た
い
。 

  〔
注
〕 
 

１
．
都
市
雇
用
圏
の
コ
ー
ド
と
属
性
デ
ー
タ
は
、

Ｈ
Ｐ（http://w

w
w
.e.u-tokyo.ac.jp/̃kanem

oto 
/M
EA/m

ea.htm

）で
公
開
さ
れ
て
い
る
。 

 

２
．
た
だ
し
、
行
政
単
位
よ
り
も
人
的
移
動
の
実

態
を
如
実
に
反
映
し
て
い
る
こ
う
し
た
都
市
雇
用
圏

の
定
義
に
は
、
ひ
と
つ
大
き
な
欠
陥
を
抱
え
て
い
る
。

そ
れ
は
、
過
疎
地
域
や
Ｄ
Ｉ
Ｄ
人
口
の
少
な
い
市
町

村
、
人
口
ベ
ー
ス
で
み
れ
ば
、
全
人
口
の
約
一
割
（
二

〇
〇
〇
年
に
は
七
・
八
％
）
の
人
口
が
ど
こ
の
都
市

雇
用
圏
に
も
分
類
さ
れ
な
い
と
い
う
問
題
点
で
あ
る
。 

 

３
．
函
館
市
と
釧
路
市
は
北
海
道
の
中
で
も
特
に

失
業
率
の
高
い
地
域
で
あ
る
。
高
失
業
率
の
地
域
独

自
要
因
と
し
て
考
え
ら
れ
る
の
は
、
釧
路
市
の
炭
鉱

の
大
量
閉
鎖
・
リ
ス
ト
ラ
で
あ
る
。 

 

４
．
大
阪
市
・
神
戸
市
の
高
失
業
率
の
原
因
と
し

て
、
①
産
業
の
構
造
転
換
の
遅
れ
に
よ
る
雇
用
吸
収

力
の
低
下
や
、
②
予
想
を
上
回
る
景
気
低
迷
や
、
③

労
働
力
需
給
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
の
拡
大
な
ど
が
挙
げ
ら

れ
て
い
る
（
出
所
＝
神
戸
市
平
成
一
五
年
度
予
算
記

者
発
表
資
料
）。 

 

５
．
北
九
州
市
の
高
失
業
率
の
要
因
と
し
て
、
①

市
内
の
産
業
に
高
い
ウ
ェ
イ
ト
を
占
め
て
い
る
鉄
鋼
、

化
学
等
い
わ
ゆ
る
重
厚
長
大
型
産
業
の
衰
退
や
、
②

近
年
重
点
的
に
育
成
し
て
き
た
自
動
車
産
業
等
の
加

工
組
立
型
産
業
が
海
外
の
競
争
に
さ
ら
さ
れ
、
飛
躍

的
な
成
長
は
見
込
め
な
い
こ
と
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。 

 

６
．
沖
縄
の
持
続
的
な
高
失
業
率
に
は
、
地
元
の

産
業
基
盤
が
弱
い
な
ど
恒
常
的
な
要
因
は
大
き
い
が
、

国
内
の
景
気
悪
化
を
受
け
、
県
外
へ
の
就
職
が
大
幅

に
減
少
し
た
こ
と
が
失
業
情
勢
を
一
層
悪
化
さ
せ
た

と
考
え
ら
れ
る
。 

 

７
．
こ
の
よ
う
に
地
域
失
業
率
に
お
い
て
、
空
間

的
相
関
が
存
在
す
る
理
由
と
し
て
、
隣
接
地
域
間
の

失
業
率
格
差
が
大
き
い
と
、
比
較
的
移
動
の
コ
ス
ト

が
安
い
た
め
に
労
働
力
移
動
が
行
わ
れ
、
失
業
率
を

調
整
す
る
と
い
う
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
考
え
ら
れ
る
。 

 

８
．
ス
ペ
ー
ス
の
都
合
に
よ
り
、
就
業
率
の
分
布

図
が
省
略
さ
れ
て
い
る
。 

 

９
．
当
然
な
が
ら
、
統
計
単
位
が
大
き
い
ほ
ど
地

域
間
格
差
の
ス
ケ
ー
ル
が
小
さ
い
。
そ
こ
で
、
も
っ

と
も
大
き
な
統
計
単
位
で
あ
る
都
道
府
県
ベ
ー
ス
の

比
較
は
大
雑
把
す
ぎ
る
た
め
、
地
域
間
格
差
を
過
小

に
評
価
し
て
し
ま
う
恐
れ
が
あ
る
。
一
方
、
最
も
小

さ
い
統
計
単
位
で
あ
る
市
区
町
村
ベ
ー
ス
の
比
較
は

細
か
す
ぎ
て
、
地
域
間
格
差
を
過
大
に
評
価
す
る
こ

と
が
懸
念
さ
れ
る
。
従
っ
て
、
通
勤
や
雇
用
の
実
態

を
照
ら
し
た
う
え
に
定
義
し
て
い
る
都
市
雇
用
圏
ベ

ー
ス
の
地
域
間
格
差
比
較
は
、
よ
り
適
切
だ
ろ
う
と

考
え
ら
れ
る
。 

 
１０
．
一
九
八
〇
年
、
一
九
九
〇
年
及
び
二
〇
〇
〇

年
に
お
け
る
女
性
の
就
業
率
は
そ
れ
ぞ
れ
四
六
・
〇

％
、
四
七
・
一
％
と
四
六
・
二
％
で
あ
る
（
総
務
省

「
国
勢
調
査
」）。 
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